
１
■きらきら・いきいき・タウン情報

2022
January
vol. 1088

広
報

この広報紙は、環境に配慮し
再生紙を使用しています。
この広報紙は、環境に配慮し
再生紙を使用しています。

　明けましておめでとうございます。
本年もどうぞ広報おながわをよろし
くお願いします。
　表紙は12月に町政95周年記念で開
催した石川さゆりさんのコンサート
の一幕です。さゆりさんの歌声に観
客はうっとり。幸せな時間でした。
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◆	新型コロナウイルスワクチンの
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女川町長

須
す だ

田　善
よし

明
あき

　

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
も
全
世
界
を
覆
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
、
所

謂
コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
は
、
そ
の
感

染
拡
大
と
小
康
状
態
が
繰
り
返
さ

れ
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
私

達
の
生
活
に
影
を
落
と
し
続
け
て

い
ま
す
。
た
だ
、
一
年
前
と
比
較

す
れ
ば
、〝
新
し
い
日
常
〟
と
称

さ
れ
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
生
活
様
式
の

心
掛
け
、
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
拡
大
に
よ
り
、
感
染
症
へ
の
向

き
合
い
方
が
だ
い
ぶ
解
っ
て
き
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

復
活
が
望
ま
れ
た
み
な
と
祭
り

や
秋
刀
魚
収
獲
祭
な
ど
の
大
規
模

イ
ベ
ン
ト
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
の
「
道
の

駅
お
な
が
わ
」
登
録
、
夏
季
の
リ

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り

な
が
ら
も
明
確
に
新
た
な
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
に
ぎ
わ
い
拠
点
に
は
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
や
マ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
な
ど

新
た
な
機
能
が
加
わ
り
、
そ
の
開

放
的
な
空
間
形
成
も
相
俟
っ
て
町

内
外
の
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
産
業
面
に

目
を
向
け
れ
ば
、
主
軸
の
水
産
で

は
ギ
ン
ザ
ケ
の
復
調
な
ど
前
半
は

昨
年
か
ら
の
盛
り
返
し
を
見
ま
し

た
が
、
も
う
一
つ
の
主
力
で
あ
る

サ
ン
マ
が
極
度
の
不
振
に
見
舞
わ

れ
、
関
連
業
種
も
含
め
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
他

産
業
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
続
い
て
お
り
、
全
世
帯
配
付

の
商
品
券
事
業
な
ど
を
通
じ
町
内

経
済
の
下
支
え
策
を
講
じ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
産
業
界
並
び
に

町
議
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

今
後
に
お
い
て
国
の
産
業
支
援
策

と
連
動
・
補
完
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
け
た
本
年
に

お
い
て
も
不
透
明
な
世
情
は
ま
だ

ま
だ
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
復
興
の

十
年
を
通
じ
て
積
み
上
げ
て
き
た

公
民
連
携
に
よ
る「
チ
ー
ム
女
川
」

で
の
ま
ち
づ
く
り
を
土
台
と
し
、

こ
れ
か
ら
へ
向
け
た
確
か
な
活
路

を
切
り
開
い
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
旧
女
川
中
学
校
跡
地

に
は
音
響
機
器
販
売
大
手
で
あ
る

株
式
会
社
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
様
が

進
出
を
決
定
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
産
業
の
新
た
な
核
と
し

て
の
役
割
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。
女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
も
新
年
か

ら
供
用
開
始
と
な
り
、
ま
た
町
内

事
業
者
に
よ
る
宿
泊
施
設
整
備
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
他
の
運
動
施

設
と
合
わ
せ
大
会
・
合
宿
誘
致
の

環
境
が
前
進
し
ま
す
。
更
に
は
、

町
の
念
願
で
あ
る
国
道
三
九
八
号

バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
は
県
が

重
要
事
項
と
し
て
政
府
に
積
極
的

に
要
望
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
町

で
も
早
期
事
業
化
へ
向
け
て
関
係

者
一
丸
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組

み
が
形
に
な
り
、
郷
土
の
活
力
と

豊
か
さ
を
生
み
出
す
よ
う
、
本
年

も
全
力
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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謹賀新年

女川町議会議長

佐
さ と う

藤　良
りょう

一
いち

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
猛
威
を
振
る
っ
て
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
よ
り
、

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
秋
頃
に

落
ち
着
き
を
見
せ
、
活
動
や
外
出

の
自
粛
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株

も
発
生
し
、
そ
の
動
向
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
、
県
の

対
策
を
注
視
し
て
ま
い
る
と
と
も

に
、
影
響
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る

よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
経
済
的

な
影
響
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
、

様
々
な
支
援
事
業
等
の
対
策
が
実

施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
通
常
ど
お
り
の
回
復
や
経

済
活
動
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
に

お
い
て
、
ギ
ン
ザ
ケ
の
水
揚
げ
に

つ
い
て
は
、
数
量
・
金
額
と
も
に

増
加
し
、
好
調
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、

海
洋
環
境
に
よ
る
漁
場
の
変
化
等

の
た
め
か
、
前
年
よ
り
、
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
本
町
経
済

に
と
っ
て
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
諸
問
題
解
決
に
向
け
、
町
執

行
部
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
昨
年
に

続
い
て
議
会
・
住
民
懇
談
会
の
開

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
議
会
に
対

し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

通
常
の
議
会
活
動
が
困
難
な
状
況

の
中
、
町
内
団
体
と
の
意
見
交
換
、

町
や
国
に
対
す
る
要
望
活
動
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
対
応
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
行
政
側
と
活
発
な
議
論
を
展

開
し
な
が
ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
川
原
子
力
発
電
所
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
安
全
対
策
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
立
地
自
治
体
の
議
会
と
し

て
原
発
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い

て
通
年
監
視
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
事
業
者
に
対
し
、
よ

り
一
層
の
安
全
対
策
の
徹
底
を
強

く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
今
後
も
、

広
く
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
常

に
町
民
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

産
業
の
振
興
、
住
民
の
福
祉
向
上
、

そ
し
て
誇
れ
る
町
づ
く
り
に
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

新しい年が町民みなさまにとって
� 幸多き年でありますように

令和４年　年頭のごあいさつ
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イ ベ ン ト 案 内

◆対 象 者　�平成13年４月２日～平成14年４月１日に出
生した方で、女川町に在住している方および
過去に女川町に在住していた方などで、女川
町の成人式に参加希望の方

◆案 内 状　12月中旬に発送予定
◆問合せ先　生涯学習課生涯学習係　☎54-3131内線423

体力つくり教室
　様々な種目で身体を動かし、自分にあった運動やダイエット方法などを見つけるきっかけ作りの
場として開催します。体組成測定を初回、最終回に開催します。自分の健康状態を見つめなおし、
健康な体作りを考える機会にしてみませんか。
◆日　　　程　

講習日 時　　間 内　　容 会　　場
①�２月９日（水） 午後６時30分～８時 体組成測定、ヨガ 生涯学習センターホール
②�２月16日（水） 午後７時～８時 ウォーキング、ランニング講習 総合運動場
③�３月2日（水） 午後７時～８時 ヨガ 生涯学習センターホール
④�３月9日（水） 午後７時～８時 体幹、筋力トレーニング 勤労青少年センター体育室
⑤�３月16日（水） 午後６時30分～８時 体組成測定、ヨガ 生涯学習センターホール

◆定　　　員　１講習会　10名　※1回のみの受講も受け付けます。
◆申込み方法　講習日前日まで総合運動場へ電話か窓口で申し込み。ただし、定員になり次第終了。
◆参　加　料　１講習500円
◆準　備　物　運動できる服装、室内用運動靴、着替えなど
◆問 合 せ 先　女川町総合運動場　☎53-3151

～消火栓や防火水そうの除雪にご協力をください～
　消防団と消防署では、万が一の火災に備え、積雪時は消火栓や防
火水そうの蓋が雪で隠れてしまわないように、除雪作業を行ってい
ます。しかし、全てを巡回し除雪するにはかなりの時間が必要です。
　皆さまの自宅前の路上や職場などで除雪を行うときは、付近の消
火栓などの除雪へのご協力をお願いします。

【消火栓等除雪時の注意事項】
・消火栓などの蓋の上は大変すべりやすいので、転倒に十分に注意してください。
・車や歩行者に十分気をつけて行ってください。
・重みのある雪や凍結した氷に埋まっている事もあります。無理をしないでください。
◆問合せ先　女川町消防団・女川消防署　☎54-2119

令和４年 女川町成人式
令和４年１月９日（日）　午後１時30分～
� （受付：１時～）�生涯学習センターホール

消防団・消防署
からのお願い
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イ ベ ン ト 案 内

◆問合せ・応募先　「女川に恋して　恋しちゃった写真展」実行委員会事務局
　　　　　　　　　担当：加納　☎090-2366-1991

八つの楽しみをおとどけします！！！・・・八は末広がりで縁起の良い数字

◆問合せ先　すばらしいおながわを創る協議会事務局（女川町教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　担当：加納　☎54-3131内線422

・文化を楽しむ　　　　　新春講演会　　「我がふるさと女川に思いを寄せて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　福島大学名誉教授　今野順夫氏（女川町出身）
・健康を楽しむ　　　　　「健康は一番の宝物」　いのちのコーディネーター　健康福祉課職員
・音楽を楽しむ　　　　　「じっちとばっぱのたまり場」演者：佐藤敏郎さん
・紙芝居を楽しむ　　　　「大型紙芝居の読み聞かせ」老翁：加納純一郎さん
・プレゼントを楽しむ　　参加者にもれなく手作りの記念品（お年玉）を贈呈します。
・おみくじを楽しむ　　　おみくじを引いて、今年の運勢を占います！！！
・写真を楽しむ　　　　　懐かしい女川の写真をみることができます。
・昔遊びを楽しむ　　　　お手玉・独楽まわし・めんこ・おはじき・あやとり　など

「女川に恋して　恋しちゃった写真コンテスト」応募受付中！　１月26日(水)まで！

すばらしいおながわを創る協議会

第６回　女川に恋して 恋しちゃった写真展

人生を楽しむフェス

１月29日（土）～２月３日（木）
午前９時～午後９時

生涯学習センター　エントランス

日時　２月２日（水）午前９時45分～11時45分
会場　生涯学習センター　ホール

入場無料

入場無料

★展示
「女川に恋して 恋しちゃった写真コンテスト」
「女川　昨日・今日・明日」写真展示
「女川　ひと・もの・こと」の企画写真展
「女川町内写真愛好家の写真」

　

11
月
20
日
に
国
道
３
９
８
号
崎
山
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。
利
用
開
始

に
先
駆
け
、
現
地
で
は
、
村
井
宮
城
県

知
事
ら
が
出
席
の
も
と
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
難
所
だ
っ
た
崎
山
地
区
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
大
幅
に
安

全
性
が
向
上
し
、
通
行
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
１
０
ｍ
の
直
線
で
す
が
、
坂
道
で

す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
、
安

全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

崎
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
！
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町営住宅 入居者を募集しています

通院や買い物などいつもの暮らしの足として介護福祉士の資格を持ったスタッ
フが皆様のお出かけをサポートします。お気軽にご相談ください。
代表者：保原弘一　住所：石巻市渡波中三勺1-20
　　　　一般乗用旅客自動車運送事業者（福祉輸送事業限定）

広告

●案内書(申込書)配布・受付期間・配布場所＆申込み先・申込み方法
　１月４日（火）～12日（水） ※当日消印有効
（配布場所） 役場町民生活課窓口または宮城県住宅供給公社東部支社
　　※申込用紙に記入し、宮城県住宅供給公社へ郵送でお申込みください。
	 ◆問合せ先　宮城県住宅供給公社東部支社　☎21-5657
� 　　　　　　役場町民生活課住宅係　☎54-3131内線171・172

●募集住宅　※それぞれの詳細な条件については、お問い合わせください。

住 宅 名 種類 戸数 間	取	り 完成年度 ペット

既存
公営

尾田峯住宅 集合 １戸 2DK（1戸） Ｈ13 ×
浦宿第一住宅 集合 ３戸 2DK（1戸）、2LDK（1戸）、３DK（１戸） Ｈ24 ×
浦宿第二住宅 集合 ２戸 2DK（1戸）、2LDK（1戸） Ｈ27 ×

災

害

公

営

運動公園住宅 集合 ６戸 2LDK（2戸）、3LDK（3戸）、4LDK（1戸） Ｈ25 一部〇
（1戸）

出島住宅 戸建 ２戸 2DK（2戸） Ｈ26 〇
指ケ浜住宅 戸建 １戸 3LDK（1戸） Ｈ28 〇
大原住宅 集合 ２戸 3DK（2戸） Ｈ28 ×
女川住宅 集合 ２戸 2DK（1戸）、3LDK（1戸） Ｈ29 〇
宮ケ崎住宅 戸建 ２戸 2DK（1戸）、2LDK（1戸） Ｈ29 〇
桜ヶ丘西住宅 戸建 １戸 3DK（1戸） Ｈ28 〇
尾浦住宅 戸建 ２戸 2LDK（1戸）、３LDK（１戸） Ｈ29 〇
荒立住宅 集合 １戸 3LDK（1戸） Ｈ29 ×
桐ケ崎住宅 戸建 １戸 3DK（1戸） Ｈ27 〇
横浦住宅 戸建 １戸 3DK（1戸） Ｈ29 〇
小乗住宅 戸建 １戸 2DK（1戸） Ｈ29 〇
鷲神住宅 戸建 １戸 2DK（1戸） Ｈ29 〇

特公賃 浦宿万石浦住宅 集合 １戸 3LDK（1戸） H15 ×
※１　�一般の方も災害公営住宅へ申し込みができます（東日本大震災による家賃減免措置などは適用外です）。
※２　単身の方も年齢に関わらず申し込みができます（部屋の間取りなど条件があります）
※３　申込資格など詳しくは案内書をご覧ください。

●入居者のみなさんへ  ～給水管の凍結防止を心がけましょう～
　凍結による給水管の破損などの修繕費用は入居者の負担となります。
　そのため、凍結防止について以下の対策を心がけましょう。
○部屋を空ける時や気温が特に低い日は、凍結防止の確認を心がけましょう。
○気温が特に低い日はすぐに凍結しますので、就寝前に水抜きをしましょう。
○屋外に流し台のある住宅は、水抜きを徹底しましょう。
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●申告の準備はお早めに！
　町では、住民税申告・確定申告の受付を令和４年２月２日（水）から３月15日（火）の日程で受付し
ます。今年の申告受付では、待合会場での混雑緩和、申告受付時間の短縮、新型コロナウイルス感
染症予防で密状態を極力避けるため、昨年の受付期間よりも長めに設定させていただきました。町
民皆さまには、提出書類などをあらかじめ整理のうえ、可能な限り、各地区の実施日に合わせて申
告会場に来場されるよう、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
	なお、無収入の場合でも申告をされないと、町営住宅への入居、各種融資、保育所入所などの手
続きに必要な所得証明書などの発行ができなくなったり、国民健康保険税の軽減が受けられなくな
るなど、不利益になることがありますので十分ご注意ください。
　申告についてご不明な点がございましたら、役場税務課までお問合せください。

○事業者の方は、記帳・帳簿の保存が義務化されていますので、帳簿などを整理のうえ、来場ください。
　※経費等の集計をされていない方の申告は受け付けられません。
○医療費控除を受ける方は、１年間分の領収書を集計し「医療費控除の明細書」の添付が必要です。
※	令和３年度（令和２年分）から、従来の領収書の添付または提示では医療費控除は受けられなくな
りました。（女川町役場で申告する場合は、申告受付時に担当職員が申告システム機械への入力により作成を補助します。）

　※未集計の場合、申告は受け付けられません。
○	新型コロナウイルス感染症予防のため、所得税の確定申告をされる方は、ご自宅のパソコンやス
マートフォンなどからe-Taxによる申告や、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
で確定申告書を作成し郵送で税務署へ提出することも可能です。

○	「３密」を避けるため、ご協力をお願いします。
　役場へ来庁される方は、熱があるなど体調不良の症状が見られる場合には、来庁を控え、別の
日程をご検討ください。また、受付などに手指消毒用アルコールを用意しますので、来庁される
方は消毒の実施とマスク着用、咳エチケットなどの感染予防にご協力をお願いします。

○申告をする際に必要なものについては、来月２月号の広報紙でお知らせします。
○	ご不明な点は、申告期間前にお問い合わせのうえ、当日の申告受付時間が短縮されるよう、必要
書類の整理にご協力ください。

◎事業主の方へ：	給与支払報告書の提出期限は令和４年１月31日（月）までです。お早めに提出を
お願いします。

お願い・注意事項

令和４年度住民税申告
令和３年分確 定 申 告 が始まります!!

受付日 地　　　　　区
２月２日（水）
� ～４日（金） 大沢・浦宿全区

７日（月）～
� ９日（水） 針浜・旭が丘

14日（月） 桐ケ崎・竹浦・尾浦・御前
浜・指ケ浜

15日（火） 高白・横浦・大石原・野々
浜・飯子浜・塚浜・小屋取

16日（水）～
� 17日（木） 小乗・西区

18日（金）・
� 21日（月） 出島・寺間・江島

受付日 地　　　　　区
22日（火） 女川南・女川北
24日（木）～
� 25日（金） 大原北

28日（月） 大原南
３月１日（火）
� ～３日（木） 上全区

４日（金） 清水・石浜
７日（月） 宮ケ崎

◎新型コロナウイルス感染症の状況によって、申告期間の変更および人数制限を実施する場合もあります。
◆時間　午前９時～午後４時（※最終受付時間）　　◆会場　女川町役場　１階多目的室

※都合が悪く、各地区の実施日に申告ができない方
３月８日（火）～11日（金）・13日（日）～15日（火）
　※ただし、３月13日(日)の受付時間は、
　　午前９時～午後２時です。

令和４年度住民税申告・令和３年分確定申告 受付日程表
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申告フローチャート はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

令和３年中の収入は、遺族
年金・障がい年金・失業保
険等のみですか。

令和３年中になんらかの
収入がありましたか。

女川町内に住民登録のある親
族が、年末調整や確定申告、町
民税・県民税申告であなたを
扶養親族として申告しますか。
※健康保険の扶養とは別です。

令和３年中に給与収入があ
りましたか。

令和３年中の収入は公的年金
だけですか。
※個人年金は公的年金には含みません。

役場で行えない確定申告（前ページ）に
該当しますか。

所得税の還付を受けますか。
（源泉徴収税に記載があり、還付を受ける
場合は「はい」に進んでください。）
（源泉徴収税が０円の場合は、「いいえ」に
進んでください。）

年末調整が済んでいますか。

勤務先から女川町へ「給与支払
報告書」が提出されていますか。

申告の必要はありません。

給与の「源泉徴収票」に記載
されている内容以外の各種
控除（社会保険料、生命保険
料、扶養、ひとり親、寡婦、
障がい、医療費、寄附金など）
を申告しますか。

収入は１か所からの給与（年
末調整済み）のみですか。

主な給与以外の副業の給与、
公的年金、個人年金、配当
等の所得（給与は収入額）が
20万円を超えますか。

令和４年１月１日に女川町
に住民登録がありましたか。

１月１日に住民登録があっ
た市町村に確認してくださ
い。

※所得税（国税）と住民税（地方税）では申告をしなけ
ればならない要件に違いがありますが、このチャー
トは両方の要件を含んだものとなっています。

申告の必要は
ありません。

年間の公的
年金の収入
は400万円
以下ですか

公的年金の「源泉
徴収票(はがき)」
に記載されてい
る内容以外の各
種控除（社会保険
料、扶 養、寡 婦、
障がい、医療費
など）を申告しま
すか。

【スタート】

住民税申告が必要です。
（受付：役場）お電話でも受け付けます。
☎54-3131（内線183）税務課

所得税の確定申告が必要です。
（受付：税務署または役場）

所得税の確定申告が必要です。
（受付：税務署）

住民税申告が必要です。
（受付：役場）

①役場へ

④役場へ

③税務署へ 税務署
または

役場へ

①役場へ

④役場へ

１

２

３

４

②

令和３年中（１月～12月分）の収入に関しての申告となります。
左のフローチャートで確認してください。
※令和４年1月1日現在、女川町に住民登録のある方が対象です

●住民税申告の必要がない方
①�給与所得のみで、勤務先で年末調整を済ませた方
②�公的年金所得のみで、社会保険料控除、生命保険料控除などの所得控除を受けない方（※控除を受け
る方は、申告が必要です。）

③税務署へ所得税の確定申告書を提出した方

●役場で行える所得税確定申告（主なもの）
①個人事業者（営業、漁業、不動産等）で所得税の納付や還付がある方
※�新型コロナウイルス感染症関連の給付金のなかには、申告が必要となるものがあり
ます。受給した給付金等で申告が必要か不明な場合は、事前にご確認ください。

②�１か所からの給与等の支払を受けている方で、給与所得、退職所得以外の
所得金額の合計額が20万円を超える方

③医療費控除を申告することにより、所得税の還付を受けようとする方
④自治体等の収用により土地や建物を売られた方�
※収用の内容によっては、税務署での申告をご案内する場合があります。

⑤住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の２回目以降の申告をされる方
⑥�勤務先で年末調整をされなかった方（給与収入が年間2,000万円を超える
ため、年末調整が行えなかった方も含みます。）

⑦給与を２か所以上からもらっている方
⑧給与所得者で令和３年中に退職し、再就職していない方

役場 で申告受付

必要書類を用意し
て、お越しくださ
い。受付日程、注
意 事 項 に つ い て
は、７面をご覧く
ださい。
※	内容により税務署
での申告となる場
合があります

●住民税申告が必要な方 税務署への申告は不要でも役場への申告は必要です
①個人事業者（営業、漁業、不動産等）で、所得税の納付や還付がない方�
②給与を１ヶ所から受けていて、給与所得以外の所得が20万円以下の方
③�公的年金等の収入合計額が400万円以下で、年金以外に収入があり、年金
以外の所得金額が20万円以下の方

　※上記のほか、学生の方でもアルバイト等の収入は申告が必要です。

役場 で申告受付

必要書類を用意し
て、お越しくださ
い。

●簡易申告が必要な方
①障害年金、遺族年金受給者でその他に収入がなかった方
②生活保護を受けている方
③収入がなく、税制上、誰の扶養にもなっていない方
　※「収入がない」ことの申告をする必要があります。
④�女川町以外に住民登録をしている方の扶養親族になって
いる方のうち、収入がない方

役場税務課窓口
または

電話（☎54-3131内線183）
で受け付けます

●役場で行えない所得税確定申告➡税務署へ
①青色申告者の方
②消費税の申告をされる方
③住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて申告される方
④�耐震改修、長期優良住宅や省エネ改修、バリアフリー改修等の税額控
除を受けようとする方

⑤土地や建物の譲渡所得（土地等を売った際の収入）がある方
⑥�株式などの譲渡所得、申告分離課税を選択した上場株式などの配当所
得のある方

⑦過年分（令和３年分よりも前の年分）の確定申告をされる方
⑧準確定申告（亡くなられた方の確定申告）をされる方
⑨税務署から案内のある方
⑩雑損控除（災害や盗難などによる控除）を申告される方
⑪女川町民でない方の申告

税務署 で申告受付

確定申告書の提出は、
e-TAXや国税庁ホーム
ページ「確定申告書等
作成コーナー」の活用
をおすすめします。　
石巻税務署 ☎22-4151

【税務署の申告受付期間】
２月１日（火）
 ～３月15日（火）
 ※土、日、祝を除く
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申告フローチャート はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

令和３年中の収入は、遺族
年金・障がい年金・失業保
険等のみですか。

令和３年中になんらかの
収入がありましたか。

女川町内に住民登録のある親
族が、年末調整や確定申告、町
民税・県民税申告であなたを
扶養親族として申告しますか。
※健康保険の扶養とは別です。

令和３年中に給与収入があ
りましたか。

令和３年中の収入は公的年金
だけですか。
※個人年金は公的年金には含みません。

役場で行えない確定申告（前ページ）に
該当しますか。

所得税の還付を受けますか。
（源泉徴収税に記載があり、還付を受ける
場合は「はい」に進んでください。）
（源泉徴収税が０円の場合は、「いいえ」に
進んでください。）

年末調整が済んでいますか。

勤務先から女川町へ「給与支払
報告書」が提出されていますか。

申告の必要はありません。

給与の「源泉徴収票」に記載
されている内容以外の各種
控除（社会保険料、生命保険
料、扶養、ひとり親、寡婦、
障がい、医療費、寄附金など）
を申告しますか。

収入は１か所からの給与（年
末調整済み）のみですか。

主な給与以外の副業の給与、
公的年金、個人年金、配当
等の所得（給与は収入額）が
20万円を超えますか。

令和４年１月１日に女川町
に住民登録がありましたか。

１月１日に住民登録があっ
た市町村に確認してくださ
い。

※所得税（国税）と住民税（地方税）では申告をしなけ
ればならない要件に違いがありますが、このチャー
トは両方の要件を含んだものとなっています。

申告の必要は
ありません。

年間の公的
年金の収入
は400万円
以下ですか

公的年金の「源泉
徴収票(はがき)」
に記載されてい
る内容以外の各
種控除（社会保険
料、扶 養、寡 婦、
障がい、医療費
など）を申告しま
すか。

【スタート】

住民税申告が必要です。
（受付：役場）お電話でも受け付けます。
☎54-3131（内線183）税務課

所得税の確定申告が必要です。
（受付：税務署または役場）

所得税の確定申告が必要です。
（受付：税務署）

住民税申告が必要です。
（受付：役場）

①役場へ

④役場へ

③税務署へ 税務署
または

役場へ

①役場へ

④役場へ

１

２

３

４

②
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町職員の人事行政運営等の
状況を公表します

⑥級別職員数の状況（令和２年４月１日現在、一般行政職のみ）
級数 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計
職　務 主事、技師 主事、技師 係長、主査、主幹 課長補佐 課長、参事 課長
職員数 34人 24人 56人 28人 12人 11人 165人
構成比 21％ 15％ 34％ 17％ ７％ ６％ 100％

⑦特別職の報酬等の状況（令和２年４月１日現在）
区分 町長 副町長 教育長 議長 副議長 議員

給料月額 870,000円 653,000円 609,000円 339,000円 289,000円 274,000円
期末手当 3.4月分

③職員給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

職員数（A） 給与費 1人あたり給与費
（B）／（A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（B）

163人 426,275千円 108,754千円 167,470千円 702,499千円 4,310千円

2 給与等の状況
①人件費の状況（令和２年度普通会計決算）
人口(※) 歳出額(A) 人件費（B） 人件費率（B）/（A）
6,211人 33,192,304千円 1,259,389千円 3.8％
� ※令和２年度末の住民基本台帳人口

②初任給の状況
区分 月額

一般行政職 大学卒 182,200円
高校卒 150,600円

技能労務職 高校卒 147,900円

1 任命、職員数に関する状況（令和２年４月１日～令和３年３月31日）
①職員の採用状況（令和２年４月１日採用）

職種区分 人数 試験方法

一般行政職 保育士 ５人 市町村職員採用統一試験行政職 ４人
合　　計 ９人

②職員数　176人
※令和２年地方公共団体定員管理調査より

③職員の退職状況
定年退職 勧奨退職 死亡退職 その他 合計
６人 １人 ０人 ６人 13人

④再任用職員の採用状況
新規 更新 合計
１人 ８人 ９人

� （令和２年４月１日採用）

　「女川町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、令
和２年度の町職員の任免や勤務条件などの概要をお知らせします。これ
らを公表することにより、人事行政の透明性を高め、公平性を確保する
ことを目的としています。
� ◆問合せ先　役場総務課総務係　☎54-3131内線212・214

④平均給料月額と平均年齢（令和２年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 292,700円 43.3歳
技能労務職 240,300円 50.8歳

⑤職員手当の状況（令和２年４月１日現在）
区分 月額
賞　与 期末・勤勉手当　年間4.5月分

その他
地域手当、扶養手当、住居手当、通勤手当、
時間外勤務手当、単身赴任手当、宿日直
手当、管理職手当等

※令和２年地方公務員給与実態調査より
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9 福利厚生事業の状況
　令和２年度は、東日本大震災からの復旧業務を最優先とした職員の福利厚生事業においては地方公務員法第42条に
基づく組織である女川町職員互助会に委託せず、団体保険の取り扱い等、最小限の事業を実施しました。

5 服務の状況 6 退職管理の状況
●営利企業等従事許可の状況

営利企業等の従事の内容 件数
営利目的の私企業を営む会社、その他団体役員、顧問、評議員、当該
会社・団体の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合 ０件

自ら営利を目的とする私企業を営む場合 ０件
報酬を得て事業、事務に従事する場合 ０件

退職者数 13人
再任用 １人

民間企業等 ２人
地方公共団体 １人
再就職なし ９人
不明 ０人

7 研修、勤務成績の評定の状況
①研修の状況

区分 研修科目 参加人数
階層別研修 新規採用職員研修、一般職員研修、監督者研修、

管理者研修等 21人

専門研修 実務研修、法務政策研修、ステップアップ研修、
専門実務研修 16人

②勤務成績の評定の状況
評定の回数 １回
評定の時期 10月
対象人数 175人

8 福祉、利益の保護の状況
①職員の健康管理等に関する福祉の状況

職員の健康診断
区分 受診者

定期健康診断 177人
人間ドック 48人
脳検診 ０人

②職員の勤務条件に関する措置要求、不利益処分に
　関する不服申立等の利益の保護の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申立の状況 該当なし

③公平委員会の業務の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申立の状況 該当なし

4 分限、懲戒処分の状況
①分限処分者数

降任 免職 休職 降給
０人 ０人 1人 ０人

②懲戒等処分者数
戒告 減給 停職 免職
０人 ０人 ０人 ０人

3 勤務時間とその他の勤務条件の状況
①職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）
１週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間 週休日 勤務時間の割振変更制度
38時間45分 午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時 土曜・日曜 あり

②年次有給休暇の取得状況（※）
総付与日数 総使用日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
約6,515日 約1,336日 174人 約８日 20.5％

� ※②③とも、復興支援派遣職員・会計年度任用職員分を除いています
④休暇制度

休暇の種類 概要

有給
休暇

年次有給休暇 1年につき最高20日間付与
病気休暇 負傷・疾病に応じて、必要と認められる期間
特別休暇 夏季休暇、忌引、結婚休暇、産前・産後休暇等

無給
休暇

介護休暇 介護のため勤務しないことが相当である時の休暇
組合休暇 職員団体の業務・活動等により必要な休暇

③時間外勤務・休日勤務の状況（※）
職員1人あたりの

時間外・休日勤務月平均時間数
12時間

⑤育児休業の取得状況
区分 育児休業 育児休業延長
男性 ０件 ０件
女性 ０件 １件

※3～9は、令和２年４月１日～令和３年３月31日
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●
償
却
資
産
の
申
告

　
地
方
税
法
第
３
８
３
条
に
基
づ

き
、
償
却
資
産
の
所
有
者（
町
内

で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法
人
及
び

個
人
の
方
）は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
所
有
す
る
事
業
用
の
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
、
種

類
、
数
量
、
取
得
年
月
日
、
取
得

価
格
、
耐
用
年
数
、
そ
の
他
償
却

資
産
課
税
台
帳
の
登
録
及
び
価
格

の
決
定
に
必
要
な
事
項
を
申
告
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
償
却
資
産
申
告
書
を
作
成
の

う
え
、
税
務
課
固
定
資
産
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

滅
失
又
は
損
壊
し
た
償
却
資
産
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
取
得
又
は
改

良
し
た
償
却
資
産
に
対
し
て
は
、

課
税
標
準
の
特
例
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
告

書
と
併
せ
て「
代
替
資
産
対
照
表
」

等
の
関
係
資
料
を
添
え
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※�

償
却
資
産
…
土
地
や
家
屋
以
外
の

事
業
用
資
産

◆
申
告
期
限

１
月
31
日（
月
）ま
で

　
※�

感
染
症
対
策
の
た
め
、
で
き
る
限

り
郵
送
、
ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●�

未
登
記
家
屋
の
所
有

権
移
転
及
び
家
屋
滅

失
届
に
つ
い
て

　
未
登
記
の
家
屋
に
つ
い
て
、
所

有
権
移
転
や
滅
失
な
ど
の
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
「
家

屋
補
充
台
帳
名
義
人
変
更
届
」
ま

た
は
「
家
屋
滅
失
届
」
を
税
務
課

固
定
資
産
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
家
屋

の
異
動
の
把
握
が
困
難
に
な
る
た

め
、
実
際
は
滅
失
し
て
い
る
の
に

課
税
さ
れ
続
け
た
り
、
所
有
権
移

転
前
の
所
有
者
の
方
に
納
税
通
知

な
ど
が
送
付
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
※�

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地（
住
宅

用
地
）は
、「
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
額
の
特
例
」
が
適
用
さ

れ
、
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
、

そ
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

た
め
税
額
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
を

�

お
す
す
め
し
ま
す

　

税
・
料
の
納
付
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
口
座
振
替
に
す
る
と
、

指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
自
動
で
引

き
落
と
し
さ
れ
る
の
で
、
納
付
忘

れ
や
遅
延
な
ど
の
心
配
が
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
納
付
期

日
を
意
識
し
、
お
忙
し
い
中
、
銀

行
な
ど
に
行
く
必
要
も
な
く
な
る

の
で
便
利
で
す
。

◆
口
座
振
替
が
可
能
な
税
・
料

　
町
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
固

定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料

◆
申
込
み
場
所（
金
融
機
関
）

　
七
十
七
銀
行
・
仙
台
銀
行
・
石

巻
信
用
金
庫
・
宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
石
巻
総
合
支
所
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

　
※�

通
帳
、
通
帳
の
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
、
金
融
機
関
に
て
直
接
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
税
務
課
納
税

係　
内
線
１
８
５・１
８
６

●
石
巻
税
務
署
か
ら
の

�
お
知
ら
せ

◎
確
定
申
告
の

　
申
告
書
作
成
会
場

　
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、会
場
へ
の
入
場
に
は「
入

場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

　
「
入
場
整
理
券
」
は
会
場
で
当

日
配
付
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前

発
行
も
可
能
で
す
。

　
配
付
方
法
の
詳
細
は
、
別
途
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nta.go.jp/

）
　
「
入
場
整
理
券
」
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
開
設
場
所　
石
巻
税
務
署
３
階

�

（
石
巻
市
千
石
町
２

−

35
）

◆
開
設
期
間　
２
月
１
日（
火
）～

３
月
15
日（
火
）（
土
日
、
祝
日
を

除
く
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
合
せ
先　
石
巻
税
務
署　

☎
２
２

−

４
１
５
１（
代
表
）

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
「
２
」
を
選

択
し
て
下
さ
い
。

令和２年国勢調査結果
　令和２年10月１日を基準日とした「令和
２年国勢調査」の実施にあたり、ご理解と
ご協力をいただき、大変ありがとうござい
ました。令和３年11月30日に、総務省統
計局から令和２年国勢調査の人口等基本集
計結果が公表されました。
　女川町の国勢調査の人口及び世帯数の確
定値は、人口6,430人（前回から96人増加）、
世帯数3,166世帯（前回から12世帯増加）で
した。
　なお、国勢調査の結果は、福祉政策、防
災対策などこれからのまちづくりの基礎資
料として活用されます。※詳細の調査結果
については、順次総務省統計局から公表さ
れます。
◆問合せ先　役場企画課統計係内線252

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
問
合
せ
先　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
係

　
☎
５
４

－

３
１
３
１　
内
線
１
８
２・
１
８
３
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町
で
は
、「
女
川
町
空
き
家
等

活
用
情
報
提
供
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
一
戸
建
て
の

空
き
家
や
宅
地
と
し
て
利
用
で
き

る
土
地
を
お
持
ち
の
方
が
、「
女

川
町
空
き
家
等
情
報
台
帳
」
に
土

地
・
建
物
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

女
川
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広

報
な
ど
で
利
用
希
望
者
へ
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や
空

き
地
に
つ
い
て
は
、
左
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　
詳
し
い
位
置
や
写
真
な
ど
の
詳

細
情
報
、
利
用
の
申
込
み
な
ど
は
、

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ぜ
ひ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で
も
ご
案

内
し
て
い
ま
す
！

　

11
月
１
日
～
11
月
15
日
ま
で

役
場
総
合
案
内
前
に
設
置
し
た

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
た
く
さ
ん
の
食
品
を
皆
さ

ま
か
ら
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
月
も
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い

た
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
い
た
だ

き
も
の
や
、
買
い
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
食
品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

設
置
期
間　
１
月
24
日（
月
）～

２
月
４
日（
金
）

◆
設
置
場
所　
役
場
庁
舎
内
１
階

　
総
合
案
内
前

◆
問
合
せ
先　

・�

一
般
社
団
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク

い
し
の
ま
き�

☎
98

−

５
９
９
６

・
女
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
53

−

４
３
３
３

【
提
供
で
き
る
食
品（
例
）】

　

穀
類（
お
米
・
麺
類
・
小
麦
粉

な
ど
）、
保
存
食
品
・
調
味
料（
み

そ
・
し
ょ
う
ゆ
）、
飲
料
類
や
菓

子
類
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
レ

ト
ル
ト
食
品
、
粉
ミ
ル
ク
・
離
乳

食
、
の
り
、
お
茶
漬
け
、
ふ
り
か

け
類
、
贈
答
品（
お
中
元
・
お
歳

暮
な
ど
）

【
受
付
で
き
な
い
も
の（
例
）】

　
開
封
さ
れ
た
状
態
の
も
の
、
ア

ル
コ
ー
ル
類
、
賞
味
期
限
ま
で
１

か
月
以
内
の
も
の
、自
家
製
品（
漬

物
な
ど
）、
冷
凍
・
冷
蔵
を
要
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
、
地
域

の
企
業
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

空き家・空き地の情報あります！
◆問合せ先　役場企画課定住・土地利用係　☎54-3131　内線233・234

今
月
も
設
置
し
ま
す

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
コ
ー
ナ
ー

台帳
番号

登録内容 売却・貸付価格

種別 所在地 売却 貸付

1 土地 鷲神浜字堀切51番地１ 要相談 ー

12 土地・家 針浜字浜中95番地 450万円～　
　� 　500万円 月４万円

13 土地 清水一丁目16番地３ � 7,720,000円 ー

14 土地 女川二丁目10番地６、７ ー 要相談

16 土地 女川二丁目20番地７ ー 要相談

17 土地 黄金３番地12 9,660,000円 ー

18 土地 小乗二丁目３番地 39,920,000円 ー

19 土地 小乗二丁目６番地３ 4,500,000円 ー

20 土地・家 浦宿浜字十二神60番地40 要相談 要相談

26 土地 大道７番地１ 要相談 月79,000円

27 土地 浦宿浜字浦宿23番地 要相談 要相談

28 土地 小乗浜字小乗201番地３ 要相談 要相談

29 土地 浦宿浜字門前58番地８ 2,500,000円 ー

30 土地 小乗浜字小乗203番地７ ー 要相談

31 土地 小乗浜字小乗203番地８ ー 要相談

33 土地・家 女川町江島字江島81番地 要相談 ー

34 土地 桜ケ丘52番地１ 要相談 要相談

◆
11
月
に
集
ま
っ
た
食
品
の
一
部
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●
石
巻
税
務
署�

非
常
勤
職
員
募
集

　
石
巻
税
務
署
で
受
付
補
助
、
一
般
事
務
補
助
、
申
告
会
場
で

の
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助
を
行
う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

雇
用
期
間
・
採
用
予
定
人
数
・
勤
務
時
間
な
ど
は
左
の
表
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

必
要
な
資
格
・
経
験
な
ど　
高
校
卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す

る
方
、
パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
）

◆
応
募
方
法　
電
話
連
絡
ま
た
は
直
接
石
巻
税
務
署
総
務
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間　
12
月
23
日（
木
）～
１
月
13
日（
木
）

◆
申
込
・
問
合
せ
先　

石
巻
税
務
署　

総
務
課　

☎
22

−

４
１
５
１（
代
表
）　
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

町では、高効率給湯器、太陽光発電システムを設置された方に対し補助金を交付しています。

補助金の申請はお済みですか？

雇用期間 採用予定人数 時給
① １月12日～３月31日 ７人 900円
② １月24日～３月31日 ５人 950円
③ １月24日～３月15日 13人 950円
④ ２月１日～３月31日 ５人 900円
⑤ ２月７日～３月15日 ４人 950円
⑥ ２月16日～３月31日 10人 900円

勤務時間 人数制限

A 午前９時～午後５時
の間で５.５時間

B 午前９時～午後１時
の４時間

雇用期間①の内１人、②の内２人、
③の内２人、⑤の内２人

C 午後０時50分～４時
50分の４時間

雇用期間②の内２人、③の内２人、
⑤の内２人

D 午後１時～５時の４
時間 雇用期間①の内１人

　
設
置
補
助
金
は
、
設
置
後
の
申
請

（
設
置
完
了
か
ら
起
算
し
て
２
年
以

内
）で
す
。
ま
た
、
町
の
予
算
な
ど

の
都
合
で
次
年
度
に
補
助
金
を
交
付

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
高
効
率
給
湯
器

　
市
町
村
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
へ
高
効
率
給
湯
器

を
設
置
し
た
方
を
対
象
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◆
購
入
補
助
額

　
購
入
・
設
置
に
か
か
る
費
用
の
３

分
の
１
に
相
当
す
る
額（
上
限
５
万

円
）

※�「
み
や
ぎ
環
境
交
付
金
」
を
活
用
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
市
町
村
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
へ
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方
な
ど
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
購
入
補
助
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
ｋ
Ｗ

あ
た
り
３
万
５
千
円
を
補
助（
上
限

１
２
万
５
千
円
）

　
※�

町
内
事
業
所
へ
の
設
置
に
も
交
付
し

て
い
ま
す（
上
限
50
万
円
）

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
環

境
係　
内
線
１
６
４

調
停
」・「
裁
判
所　
家
事
調
停
」

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

法
務
局
で
各
手
続
き

案
内
を
利
用
さ
れ
る

方
へ

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
現
在
、
相

続
登
記
な
ど
の
手
続
き
の
ご
案
内

に
は
、
原
則
電
話
に
よ
る
対
応
と

し
て
い
ま
す
。

　
手
続
案
内
を
利
用
し
た
い
方
か

ら
、
電
話
で
ご
予
約
い
た
だ
き
、

予
約
日
時
に
担
当
者
が
お
話
し
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か（「
仙
台
法
務
局

手
続
案
内
の
予
約
制
に
つ
い
て
」

で
検
索
）ま
た
は
、
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
仙
台
法
務
局
石
巻

支
局　
☎
22

−

６
１
８
８

●�

第
二
十
三
回
原
阿
佐

緒
賞
短
歌
募
集

　
大
和
町
と
大
和
町
教
育
委
員
会

の
主
催
で
第
二
十
三
回
原
阿
佐
緒

賞
の
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
「
原
阿
佐
緒
賞
」
で
検
索

◆
問
合
せ
先　
原
阿
佐
緒
記
念
館

☎
０
２
２

−

３
４
６

−

２
９
２
５

●�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
用
に
助
成

　

令
和
３
年
度
も
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
設
置
奨
励
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　
女
川
町
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
、
居
住
し
て
い
る
方
で
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
時
に
満

６
歳
未
満
の
幼
児
を
養
育
し
て
い

る
方
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　
申
請
書

（
10
、
11
番
窓
口
備
付
）、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
領
収
書
も
し
く
は

レ
シ
ー
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

取
扱
説
明
書
の
写
し

◆
助
成
金
額　
購
入
金
額
の
２
分

の
１（
限
度
額
１
５
，
０
０
０
円
）

�

※
１
０
０
円
未
満
の
端
数
切
捨

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課

生
活
支
援
係　
内
線
１
６
５

●�

そ
の
お
悩
み
、
裁
判

所
の
調
定
で
解
決
し

ま
せ
ん
か
？

　
調
定
に
は
、
お
金
の
貸
し
借
り

な
ど
の
民
事
の
ト
ラ
ブ
ル
を
扱
う

民
事
調
停
と
、
離
婚
や
相
続
な
ど

の
家
庭
の
ト
ラ
ブ
ル
を
扱
う
家
事

調
停
が
あ
り
ま
す
。
民
事
調
停
は

主
に
簡
易
裁
判
所
、
家
事
調
停
は

家
庭
裁
判
所
で
扱
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
裁
判
所　
民
事
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１月のお　　らせ知

町
民
バ
ス

１
月
の
運
休
日

　
町
民
バ
ス
は
、
月
～
金
曜
日
ま

で
の
ほ
か
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

と
そ
の
翌
日
の
日
曜
日
も
運
行
し

て
い
ま
す
。

◆
１
月
の
運
休
日（
運
行
し
な
い
日
）

１
日（
土
）～
３
日（
月
）、

15
日（
土
）、
16
日（
日
）、

29
日（
土
）、
30
日（
日
）

◆
運
賃　
無
料

応
急
手
当
普
及
員

講
習
Ⅰ
再
講
習

◆
日
時　
２
月
15
日（
火
）

◆
場
所　

�

石
巻
広
域
消
防
本
部
２

階
大
会
議
室

�

（
石
巻
市
大
橋
１
丁
目
１

−

１
）

◆
対
象　
平
成
31
年
２
月
に
応
急

手
当
普
及
員
の
認
定
を
受
け
た
方
。

有
効
期
限（
３
年
間
）内
に
再
講
習

を
受
講
し
な
い
場
合
は
、
失
効
と

な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間　

１
月
26
日（
水
）�～
２
月
４
日（
金
）

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
受
講
料　
無
料

◆
申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
石
巻
広
域
消
防

で
検
索
）に
あ
る
申
請
書
で
消
防

本
部
警
防
課
ま
た
は
各
消
防
署
に

お
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
お
申
込
み
時
お
よ
び
講
習
当
日

に
認
定
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
石
巻
広
域
消
防
本

部
警
防
課
☎
95

−

７
４
３
３

応
急
手
当
普
及
員

講
習
Ⅰ

　
所
属
す
る
事
業
所
等
の
従
業
員

を
対
象
に
、
消
防
機
関
と
連
携
し

て
普
通
救
命
講
習
の
指
導
に
従
事

で
き
る
方
を
育
成
す
る
講
習
で
す
。

◆
日
時　
２
月
16
日（
水
）～
18
日

（
金
）※
３
日
間

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　
石
巻
広
域
消
防
本
部
２

階
大
会
議
室

�
（
石
巻
市
大
橋
１
丁
目
１

−

１
）

◆
対
象　
18
歳
以
上
で
石
巻
市
、

東
松
島
市
、
女
川
町
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

◆
申
込
期
間　

１
月
17
日（
月
）～
25
日（
火
）

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
受
講
料　
５
，
３
０
０
円

　
※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

◆
定
員　
10
名（
先
着
順
・
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

石
巻
広
域
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
取
得
し
て
石
巻
広

域
消
防
本
部
警
防
課
ま
た
は
各
消

防
署
に
お
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

写
真
は
申
請
日
の
６
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
、
上
半
身
像（
縦
３
㎝
×
横

２・
４
㎝
、
無
帽
、
無
背
景
）と
し
、

裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
石
巻
広
域
消
防
本

部
警
防
課
・
各
消
防
署

☎
95

−

７
４
３
３

HP�http://isyoubou.jp/

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

◆
融
資
額　
お
子
さ
ん
１
人
あ
た

り
３
５
０
万
円
以
内

◆
金
利　
年
１
・
65
％　

�

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
1
・
25
％

�

（
令
和
３
年
11
月
１
日
現
在
）

◆
返
済
期
間　
15
年
以
内

�

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど

　
　
は
18
年
以
内

◆
問
合
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

 

国
の
教
育
ロ
ー
ン　
で
検
索

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

二
次
募
集

◆
募
集
科
・
訓
練
期
間　
①
自
動

車
整
備
科（
自
動
車
の
点
検
整
備

に
必
要
な
知
識
と
技
能
の
習
得
）・

２
年
間
②
金
属
加
工
科（
機
械
加

工
、
溶
接
技
能
、
板
金
加
工
な
ど

の
知
識
と
技
能
の
習
得
）・
１
年

間
③
木
工
科（
家
具
や
建
具
の
設

計
か
ら
加
工
、
取
付
け
の
知
識
と

技
能
の
習
得
）・
１
年
間　

※
各

科
共
に
訓
練
開
始
予
定
は
令
和
４

年
４
月
８
日

◆
対
象
者　
就
職
に
必
要
な
知
識

と
技
能
を
習
得
し
た
い
方

◆
募
集
期
間　

１
月
４
日（
火
）～
28
日（
金
）

◆
選
考
日
・
場
所　

２
月
15
日

（
火
）・
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

（
石
巻
市
門
脇
字
青
葉
西
２
７

−

１
）

◆
そ
の
他　
提
出
書
類
や
費
用
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

HP�http
s://w

w
w
.p
ref.

m
iyagi.jp/soshiki/is-kougi/

◆
問
合
せ
先　

宮
城
県
立
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

☎
22

−

１
７
１
９

お
ら
ほ
の
女
川
食
堂

　
小
・
中
学
生
参
加
料
無
料
の
子

ど
も
食
堂
で
す
。
申
し
込
み
不
要

で
す
。
未
就
学
児
は
親
子
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

◆
日
時　
１
月
29
日（
土
）午
後
２

時
30
分
～
４
時

◆
場
所　
き
ら
ら
女
川（
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
女
川
内
）

◆
内
容　
デ
ザ
ー
ト
作
り
を
し
よ

う
！

◆
問
合
せ
先　
「
お
ら
ほ
の
女
川

食
堂
」
事
務
局

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
ら
女
川
）�

☎
98

−

８
０
６
２

※�

感
染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は

熱
を
測
っ
た
う
え
で
、
マ
ス
ク
を
し

て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

女
川
町
企
業
立
地

優
遇
制
度

　
町
内
に
事
業
所
を
立
地
ま
た
は

増
設
す
る
事
業
者
に
対
し
、
条
件

を
満
た
し
た
場
合
、
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
奨
励
金
の
交
付
に
あ
た
り
、
対

象
事
業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
奨
励
金
の
内
容
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
女
川
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
申
請
に
つ
い
て　
事
業
所

の
設
置
工
事
に
着
手
す
る
日
の
30

日
前
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

役
場
企
画
課
定
住
・
土
地
利
用
係

☎
54

−

３
１
３
１

内
線
２
３
３
、２
３
４

※�イベントは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止になる場合もあります。
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１月のお　　らせ知

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
！

●
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・

　

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
パ
ー
ク

　

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
パ
ー
ク
が
色
と

り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

彩
ら
れ
、
冬
の
憩
い
の
場
と
な
り

ま
す
。※
復
元
船
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
開
催
日
時　
１
月
31
日（
月
）ま

で
の
午
後
４
時
30
分
～
８
時
30
分

●�

「
第
2
回
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
コ
ン

ク
ー
ル
」
応
募
作
品
展

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
応
募
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

描
か
れ
た
力
作
が
並
び
ま
す
。

◆
開
催
期
間　
１
月
16
日（
日
）ま
で

◆
場
所　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

※�

年
始
は
１
月
５
日（
水
）か
ら
開
館
し

ま
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
最
新
実
施
状

況
は
随
時
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

企
画
広
報
課
☎
24

−
２
２
１
０

自
衛
官
募
集　

採
用
情
報

●
自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

◆
受
付
期
限　
１
月
21
日（
金
）

◆
試
験
日　
１
月
29
日（
土
）・
30

日（
日
）

　
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒(

一
般)

◆
応
募
資
格　
一
般
…
男
子
で
中

卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
方

◆
受
付
期
限　
１
月
14
日（
金
）

◆
試
験
日　
１
次
試
験　
１
月
22

日（
土
）・
23
日（
日
）

�

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
貸
費
学
生

◆
応
募
資
格　
大
学
の
理
・
工
学

部
等
の
３・４
年
次
等

　
※�

詳
細
は
石
巻
地
域
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
限　
１
月
14
日（
金
）

◆
試
験
日　
１
月
29
日（
土
）

●
予
備
自
衛
官
補（
技
能
・
一
般
）

◆
応
募
資
格

「
技
能
」
…
18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
方
。

　
※�

詳
細
は
石
巻
地
域
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
一
般
」
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

◆
受
付
期
間　
１
月
６
日（
木
）～

４
月
８
日（
金
）

◆
試
験
日　
４
月
11
日（
月
）～
17

日（
日
）※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　
自
衛
隊
宮
城
地
方

協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

（
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１-

６
）☎
＆

Ｆ
Ａ
Ｘ
83

−

６
７
８
９

《
各
種
相
談
》

無
料
人
権
相
談

　
い
じ
め
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

人
権
侵
害
に
つ
い
て
ご
相
談
お
受

け
し
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
７
日（
月
）午
前
10

時
～
午
後
3
時

◆
相
談
員　
女
川
町
人
権
擁
護
委
員

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課

町
民
生
活
係

☎
54

−

３
１
３
１
内
線
１
６
５

一
日
行
政
相
談

　
国
や
公
共
団
体
な
ど
の
仕
事
や

行
政
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご

相
談
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
７
日（
月
）午
前
10

時
～
午
後
3
時

◆
相
談
員　

阿
部�
求�

行
政
相
談
委
員

◆
問
合
せ
先　
役
場
総
務
課
秘
書

広
報
係　

☎
54

−

３
１
３
１
内
線
２
１
３

女
川
町
生
活
福
祉

巡
回
相
談

　
健
康
、
負
債
、
仕
事
、
人
間
関

係
、
引
き
こ
も
り
な
ど
、
あ
な
た

が
抱
え
る
心
配
ご
と
や
不
安
な
こ

と
を
専
門
の
支
援
員
が
一
緒
に
考

え
、
解
決
・
改
善
へ
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
相
談
者
の
要
望
・
状

況
に
よ
り
出
張
相
談
や
支
援
等
も

行
い
ま
す
。

◆
巡
回
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

○
女
川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
…
１

月
５
日
、
19
日（
水
）

○
女
川
町
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

…
１
月
12
日
、
26
日（
水
）

○
電
話
相
談
…
月
～
金
曜
日　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
問
合
せ
先　
宮
城
県
北
部
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

東
部
・
気
仙
沼
事
務
所　

☎
25

−

７
６
０
７

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
に

は
、
身
体
は
も
ち
ろ
ん
心
の
健
康

も
大
切
で
す
。
や
る
気
が
出
な
い
、

眠
れ
な
い
な
ど
心
の
健
康
が
心
配

な
方
や
ご
家
族
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
ご
相

談
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
思
春
期
・
引
き
こ
も
り
相
談

◆
日
時
・
相
談
担
当
・
会
場　

１
月
13
日（
木
）午
後
１
時
～
５
時

　
畠
山　
幸
博（
精
神
保
健
福
祉

士
）　
石
巻
合
同
庁
舎
２
階
一
般

診
察
室

●
そ
の
他
の
精
神
保
健
福
祉

相
談

◆
日
時
・
相
談
担
当
・
会
場　

１
月
20
日（
木
）午
後
２
時
～
５
時

伊
藤　

健
太
郎（
精
神
科
医
・
い

と
う
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
）　

北
上
総
合
支
所

１
月
28
日（
金
）午
後
２
時
～
５
時

木
村　

勤（
精
神
科
医
・
鹿
島
記

念
病
院
）

石
巻
合
同
庁
舎
２
階
診
察
室
等

●
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
等
相
談

◆
日
時
・
相
談
担
当
・
会
場　

１
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

斎
藤　
光
央（
精
神
保
健
福
祉
士・

東
北
会
病
院
）

石
巻
合
同
庁
舎
２
階
一
般
診
察
室

◆
問
合
せ
先　
東
部
保
健
福
祉
事

務
所(

石
巻
保
健
所
・
石
巻
市
あ

ゆ
み
野
５
丁
目
７
番
地)

母
子
・

障
害
班
☎
95

−

１
４
３
１

交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
の
和
解
あ
っ
せ
ん
な

ど
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日
時　
月
～
金
曜
日
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時

◆
相
談
予
約
・
問
合
せ
先　

交

通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙

台
支
部
☎
０
２
２

−

２
６
３

−

７
２
３
１
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Information

※�イベントは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止になる場合もあります。

《
各
種
相
談
》

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
「
長
い
間
働
か
ず
、
ず
っ
と
家

に
い
る
」「
家
族
が
ひ
き
こ
も
り

に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
、
ひ
き
こ
も
り
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
自
分

一
人
や
家
族
だ
け
で
悩
み
を
抱
え

る
の
で
は
な
く
、
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。ご
本
人・

ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
健
康
福
祉
課

健
康
対
策
係
☎
53

−

４
９
９
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？

中
退
共

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済(

中
退

共)

制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業

主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画

的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。
企
業
の
魅
力
づ
く
り
、

仕
事
へ
の
意
欲
づ
く
り
に
中
退
共

制
度
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？
退
職

金
掛
金
は
、
一
部
を
国
が
助
成
し

（
※
一
部
対
象
外
あ
り
）、
全
額
非
課

税
で
、
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
中
退
共
で
検
索
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部

☎
０
３

−

６
９
０
７

−

１
２
３
４

宮
城
い
き
い
き
学
園

入
学
生
募
集

　
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
と
し
て
必
要
な
内
容
を
身
に

着
け
ま
す
。

◆
対
象　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

◆
場
所　
①
仙
南
校
、
②
大
崎
校
、

③
石
巻
校
、
④
気
仙
沼
・
本
吉
校
、

⑤
登
米
・
栗
原
校

◆
募
集
人
数　
各
校
40
名

◆
学
習
日　
年
間
21
日（
２
学
年
制
）

◆
募
集
期
間　
２
月
28
日（
月
）

�

※
消
印
有
効

◆
費
用　

○
入
学
金　
　
　
５
，
０
０
０
円

○
受
講
料
年
間
２
０
，
０
０
０
円

◆
申
込
方
法　
役
場
健
康
福
祉
課

や
生
涯
学
習
課
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
ま
た
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
入
手
で
き
ま
す
。

※�

通
学
可
能
で
あ
れ
ば
ど
の
校
に
で
も

申
込
み
可
能
で
す
。

◆
問
合
せ
先　
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
い
き
が
い
健
康
課

☎
０
２
２

−

２
２
５

−

８
４
７
７

HP�http://w
w
w
.m
iyagi-sfk.

net/

高
次
脳
機
能
障
害

家
族
学
習
会

　
宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
次
脳
機

能
障
害
の
方（
疑
い
の
あ
る
方
を

含
む
）の
御
家
族
が
、
障
害
の
こ

と
や
ご
本
人
へ
の
接
し
方
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
ま
た
御
家
族
同

士
が
、
体
験
や
工
夫
等
を
情
報
交

換
す
る
こ
と
を
目
的
に
家
族
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
１
月
18
日（
火
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
20
分

◆
内
容　
高
次
脳
機
能
障
害
に
関

す
る
勉
強
会
と
情
報
交
換
会
を
行

い
ま
す
。

（
テ
ー
マ
）…
高
次
脳
機
能
障
害
の

症
状
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
・
高

次
脳
機
能
障
害
者
が
利
用
で
き
る

福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◆
場
所　
宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎��

４
階��

４
０
１
会
議
室（
石
巻
市

あ
ゆ
み
野
5
丁
目
7
番
地
）

◆
参
加
申
込
み
・
問
合
せ
先　
宮

城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
班

☎
０
２
２

−

７
８
４

−

３
５
８
８

※�

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交

流
会
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

学
習
会
と
は
別
に
個
別
相
談
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

女川つながる図書館は12月29日（水）から１月３日（月）まで休館とさせていただきます。
４日（火）より通常通りの開館となります。令和４年もどうぞよろしくお願いいたします。

１月の女川つながる図書館情報
今月のおすすめ一般書
◆知識ゼロからの空き家対策／杉谷範子
◆共働き夫婦�最強の教科書／内藤眞弓
◆仙台ジャズノート／佐藤和文
◆教場X刑事指導官・風間公親／長岡弘樹
◆ペッパーズ・ゴースト／伊坂幸太郎
今月のおすすめ絵本・児童書
◆ぶうとぴょんの�まほうのつえ／多田ヒロシ
◆おふろひえてます／とよたかずひこ
◆青鬼 図書館の透明人間／noprops

◆開館時間　月～金：午前10時～午後８時
　　　　　　土日祝：午前10時～午後５時
◆休 館 日　毎月最終水曜日／年末年始

本は10冊まで２週間、ＤＶＤは２本まで１週間の貸出
ができます。初めて本を借りる場合は身分証明（免許
証や保険証）を持参ください。

図書館福袋はどんな本が入っているか分
からない楽しみと、自分では見つけられな
かった本との出会いを提供してくれます。

期間：１月４日(火)から
　　　福袋がなくなるまで！

今年もやります！

「本の福袋」 貸出し
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１月のお　　らせ知Information

※�イベントは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止になる場合もあります。

令
和
４
年
度
入
札
参
加

資
格
申
請
書
の
補
充
登

録
が
始
ま
り
ま
す

◆
受
付
期
間　
２
月
１
日（
火
）

�

～
28
日（
月
）

◆
登
録
期
間　
４
月
１
日
～
令
和

�
５
年
３
月
31
日

◆
登
録
方
法　
女
川
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
業
者
登
録
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
請
者
情
報
等
を
入
力
送
信

の
う
え
、
申
請
書
類
の
送
付
を
し

て
く
だ
さ
い
。
各
申
請
様
式
は
役

場
総
務
課
窓
口
で
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
総
務
課
管
財

係　
内
線
２
２
３

事
業
主
の
方
へ

～
有
給
休
暇
～

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
実
践
し
て
い

る
、
新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
計
画
的
な
業
務
運
営
や
休
暇

の
分
散
化
に
も
資
す
る
年
次
有
給

休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
や
、
労

働
者
の
様
々
な
事
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に
資
す
る

時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度

の
導
入
が
効
果
的
で
す
。
詳
し
く

は
、
宮
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
宮
城
労
働
局
雇
用

す
。
詳
し
く
は
企
画
課
定
住
・
土

地
利
用
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

女
川
町
定
住
促
進
事
業
補
助
金
、
女
川

町
造
成
宅
地
擁
壁
整
備
工
事
補
助
金
、

女
川
町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
金

◆
申
請
・
問
合
せ
先　
役
場
企
画

課
定
住
・
土
地
利
用
係　

内
線
２
３
３・２
３
４

で
き
て
い
ま
す
か
？

空
き
地
の
適
正
管
理

　
自
分
が
住
ん
で
い
た
土
地
、
家

族
が
住
ん
で
い
た
土
地
の
管
理
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　
空
き
地
の
所
有
者
、
占
有
者
ま

た
は
管
理
者
は
土
地
を
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

　
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、

害
虫
の
被
害
、
火
災
、
不
法
投
棄

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
空
き
地
の

管
理
者
、
占
有
者
ま
た
は
所
有
者

は
草
刈
り
等
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律　
第
五
条　
（
抜
粋
）土
地
又
は

建
物
の
占
有
者
は
、
そ
の
占
有
し
、

ま
た
は
管
理
す
る
土
地
又
は
建
物
の

清
潔
を
保
つ
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課

環
境
係　
内
線
１
６
５

　

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
、

11
月
19
日
に
し
お
か
ぜ
保
育

所
の
園
児
25
名
が
女
川
消
防

署
へ
来
署
し
、
署
員
に
日
頃

の
感
謝
の
言
葉
と
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
署

員
達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
小
さ
な

園
児
か
ら
大
き
な
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

し
お
か
ぜ
保
育
所

園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈
ら
れ
ま
し
た
！

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
問
合
せ
先
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
出
願
期
間　

第
１
回
…
２
０
２
２
年
２
月
28
日

ま
で
。
第
２
回
は
３
月
１
日
～
３

月
15
日

◆
問
合
せ
先　
放
送
大
学
宮
城
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２

−

２
２
４

−

０
６
５
１

住
ま
い
の
情
報

●
町
有
地
分
譲
・
貸
付

町
で
整
備
し
た
町
有
宅
地
を
分

譲
・
貸
付
し
て
い
ま
す
。
募
集
宅

地
位
置
、
価
格
な
ど
、
詳
し
く
は

企
画
課
定
住
・
土
地
利
用
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
宅
地
は
、
女

川
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
詳
し
く

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間　

１
月
４
日

（
火
）～
17
日（
月
）平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
住
宅
関
連
支
援
制
度

　
町
で
は
、
町
内
に
建
物
を
建
築

ま
た
は
購
入
し
た
方
へ
、
各

※

種
支

援
制
度
に
よ
る
住
宅
建
築
や
宅
地

整
備
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

環
境
・
均
等
室

☎
０
２
２

−

２
９
９

−

８
８
４
４

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
事
業

　
み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支

援
オ
フ
ィ
ス
は
、
宮
城
県
外
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
に
在
学

中
の
皆
様
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

の
就
職
相
談
・
求
人
紹
介
・
書
類

添
削
・
面
接
対
策
等
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
外
に
在
学
中
の

学
生
の
方
が
宮
城
県
内
で
の
就
職

活
動
を
行
う
際
に
、
移
動
に
か
か

る
交
通
費
や
宿
泊
費
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
２

−

２
１
６

−

５
０
０
１

HP�https://m
iyagi-ijuguide.jp/

放
送
大
学

４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
２
０
２
２
年
４

月
入
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送

大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

自
宅
で
学
べ
る
正
規
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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町民生活課町民生活課窓口からのお知らせ

印
鑑
登
録
に
つ
い
て

●
印
鑑
に
つ
い
て

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
相
続
や
不

動
産
の
登
記
、
自
動
車
の
登
録
な
ど
、

重
要
な
取
引
に
利
用
さ
れ
る
大
切
な

も
の
で
す
。
三
文
判
な
ど
の
大
量
生

産
の
印
鑑
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
ど

で
変
形
し
や
す
い
印
鑑
、
ふ
ち
が
欠

け
た
り
し
て
印
影
が
鮮
明
で
な
い
も

の
な
ど
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

登
録
で
き
る
印
鑑
の
大
き
さ
は
8
㎜

以
上
25
㎜
未
満
で
、
印
影
が
鮮
明
な

も
の
で
す
。
印
鑑
購
入
の
際
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
登
録
で
き
る
方

　
女
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
15
歳
以
上
の
方

●
印
鑑
登
録
証
明
書

　
印
鑑
登
録
を
行
う
と
「
印
鑑
登
録

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
印
鑑
証
明

書
を
取
得
し
た
い
場
合
は
、
必
ず
印

鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
が
な
い
と
本
人
で
も
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
登
録
方
法

　
印
鑑
の
登
録
は
、
本
人
の
意
思
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
本
人
確
認
を

行
い
、
登
録
を
行
い
ま
す
。

●
還
付
金
詐
欺
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　
全
国
各
地
で
、
口
座
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
や
保
険
証
を
だ
ま
し

取
ら
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
市
町
村
役
場
で
は
、
電
話
で
口

座
番
号
な
ど
を
聞
き
出
し
、
銀
行

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）で

金
銭
の
引
き
出
し
や
振
込
み
を
お

願
い
す
る
こ
と
や
、
自
宅
を
訪
問

し
て
保
険
証
を
預
か
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◎�

不
審
な
電
話
や
訪
問

に
遭
遇
し
た
際
は
…

・
絶
対
に
保
険
証
を
渡
さ
な

い
！

・
個
人
情
報（
口
座
番
号
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
な
ど
）

を
教
え
な
い
！

・
相
手
の
身
分（
会
社
名
や
所

属
先
な
ど
）や
氏
名
な
ど
を

確
認
す
る
！

　
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
、
少
し
で

も
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、

役
場
町
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課

国
保
年
金
係

☎
54

−

３
１
３
１　
内
線
１
５
２

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
住
民
登
録
係

☎
54

−

３
１
３
１　
内
線
１
５
３

本人が窓口で手続きする場合 代理人が窓口で
手続きする場合

本
人
確
認
の
方
法

顔写真付き
身分証明書
がある方

①�官公署発行の写真付き本人確認書類（運転免許証、
パスポート、個人番号カード等）で本人を確認す
る

⇒　本人が窓口へご持参ください。�※即日登録可

文書照会にて本人の意思を
確認する（窓口へは２回来
ていただきます）

⇒　�窓口にて申請後、役場
から印鑑登録をしたい
本人あて(住民票住所)
に照会書を郵送します。
届いた照会書（回答書）
と代理人選任届に本人
が署名・捺印（登録し
たい印鑑）し、代理人
が窓口へ書類を持参す
ることで登録できます。

　※即日登録はできません。
　　２回目来庁時に登録

顔写真付き
身分証明書
がない方

②�女川町で印鑑登録をしている方に、登録申請者
が本人に相違ないことを保証してもらう（保証人
になってもらう）

⇒　�保証人となる方に、申請書の保証書欄へ記入・
捺印（保証人が印鑑登録している印鑑）しても
らいます。　　　　　　� ※即日登録可

③�文書照会にて本人確認する（窓口へは２回来てい
ただきます）

⇒　�窓口にて申請後、役場から本人あて（住民票住
所）に照会書を郵送します。届いた照会書（回
答書）に記入して持参していただくことで、登
録できます。

　※即日登録はできません。２回目来庁時に登録

印鑑登録の
手続きに
必要なもの

●登録する印鑑
●本人確認できるもの
　※�官公署が発行した写真付きの本人確認書類が

ない方は、健康保険証、介護保険証、年金手
帳やキャッシュカードなどを２種類

●登録手数料（新規：300円、再登録：500円）
� ※③の場合、支払いは２回目です

●登録する印鑑
●�代理人の本人確認できる
もの

●代理人の印鑑（認め印可）
●登録手数料
（新規：300円、再登録：
500円）

　※支払いは２回目です
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●
医
療
費
通
知

　
～
確
定
申
告
で

�
使
用
で
き
ま
す
～

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ（
医
療
費

通
知
）は
、
ご
家
庭
の
医
療
費
が

ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
管
理

の
大
切
さ
と
国
民
健
康
保
険
事
業

に
対
す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
健
康
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
適
正
な
保
険
診
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
の
契
機
と
す

る
こ
と
や
、
医
療
機
関
な
ど
に
よ

る
診
療
報
酬
の
不
正
請
求
の
抑
制

効
果
に
よ
る
医
療
費
適
正
化
へ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ（
医
療
費

通
知
）は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添

付
書
類
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ（
医
療
費

通
知
）は
、
医
療
機
関
か
ら
届
い

た
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）

な
ど
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
記
載
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
で
医
療
費
の
お
知
ら

せ（
医
療
費
通
知
）を
使
用
す
る
場

合
、
12
月
分
と
月
遅
れ
な
ど
で
医

療
費
の
お
知
ら
せ（
医
療
費
通
知
）

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
ご
自
身
で
領
収
書
等
に

基
づ
い
て
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
医
療
費
控
除
に
使

用
し
た
領
収
書
は
確
定
申
告
期
限

か
ら
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

な
方
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」（
学
生
の
み
）や
、「
保
険

料
免
除
制
度
・
納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
の
保
険
料
の
支
払
い
が
猶

予
・
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き

と
合
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
せ
ず
国

民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
老
後
の
年
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が

低
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
事

態
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
※�

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比

べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す

が
、「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
追
納
期
間
は
10
年
間
で
す
。

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課

国
保
年
金
係　
内
線
１
５
２

年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
概
ね
２

週
間
以
内
に
「
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
」
な
ど
が
送
付
さ
れ
、「
年

金
手
帳
」
は
別
途
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
保
険
料
納
付
の
確
認

や
将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
２

週
間
程
度
経
過
し
て
も
「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な

い
場
合
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
が
必
要
な
た
め
、
役
場
ま
た

は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
年
金
は
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
と
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
学
生
の
方
や
収
入

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

●
国
民
年
金
基
金
制
度

・
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
の
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の

方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

・
加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
や
海
外
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
る
方
で
す
。

・
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で
す

の
で
、
長
い
老
後
の
生
活
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

で
き
る
の
で
、
所
得
税
と
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取
る
年

金
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
税
制
面
で
優
遇

さ
れ
ま
す
。

・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金
の

額
を
口
数
単
位
で
増
減
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　
全
国
国
民
年
金
基

金　
宮
城
支
部

☎
０
２
２
５

−

６
５

−

４
１
９
２

町民生活課町民生活課窓口からのお知らせ

●
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
加
入
者
、
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
を
除
き
国
民
年
金
に
加
入

し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
万
が
一
の
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
加
入

　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本

国
民
健
康
保
険

ハ
タ
チ
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◆国民年金（基礎年金）の
　給付の種類

老齢基礎年金
65歳から生涯受けられ
ます

障害基礎年金
病気やケガで障害の状
態になった方が受けら
れます

遺族基礎年金
加入者が亡くなったと
き、子のある配偶者ま
たは子が受けられます
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役場健康福祉課からのお知らせ 保健だより

有限会社 石巻市東中里２－９－22
TEL 0225－93－2190

あなたの心が　語りかける様な　自然なポーズで撮影いたします。

《成人式撮影ご予約承ります》

○七五三衣装撮影時無料
○ヘアメイクも承りますので、ご相談ください。

成人式当日は大変混雑しますので気に入った写真を残したい方は、
ぜひ他の日に余裕をもって撮影することをお勧めします。

広告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

●
こ
れ
か
ら
１
・
２
回
目
の

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

　

女
川
町
で
は
、
１・
２
回
目
の
集
団
接

種
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
女

川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
個
別
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
は
女
川
町

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
３
回
目
の

　

追
加
接
種
に
関
し
て

　
国
に
お
い
て
、
２
回
目
接
種
完
了
か
ら

原
則
８
か
月
以
上
経
過
し
た
方
か
ら
追
加

接
種（
３
回
目
接
種
）を
行
う
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
女
川
町
で
も
、
接
種
日
に
お
い
て
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
18
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
１
回
接
種（
無
料
）し

ま
す
。

◆
接
種
時
期（
予
定
）　

医
療
従
事
者
お
よ
び
高
齢
者
施
設
入
所
者

な
ど
…
１
月
下
旬
～
２
月

そ
の
他
の
町
民
…
２
月
中
旬
～

◆
接
種
券
の
発
送
時
期（
予
定
）　

２
回
目
接
種
の
完
了
の
状
況
に
応
じ
て
、

１
月
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。

◆
予
約
方
法　

・
２
回
目
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
方
…

３
回
目
の
接
種
日
を
指
定
し
て
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
予
約
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
接
種
日
の
変
更
や
希
望
し
な

い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が

必
要
で
す
。

・
２
回
目
接
種
時
に
64
歳
以
下
の
方
…

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

に
直
接
電
話
、
ま
た
は
、
４
月
中
旬
か

ら
運
用
開
始
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
サ
イ
ト
か
ら
事
前
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

　
今
後
の
国
の
方
針
等
に
よ
り
計
画
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
接
種
券
に
同
封
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

・
１
、２
回
目
接
種
の
予
約
…
女
川
町
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー　

	

☎
53

－

５
５
１
１

・
３
回
目
接
種
の
予
約
…
予
約
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
女
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
53

－

４
９
９
０

・
そ
の
他
接
種
に
関
す
る
こ
と
…
役
場
健

康
福
祉
課
健
康
対
策
係　

	
内
線
１
３
１
～
１
３
３

お
酒
の
飲
み
方
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
ど
の
く
ら
い

　

で
分
解
さ
れ
る
の
？

　
お
酒
の
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
の
中
で

分
解
さ
れ
る
ま
で
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
が
、

肝
臓
が
１
時
間
で
分
解
で
き
る
量
は
「
純

ア
ル
コ
ー
ル
５
グ
ラ
ム
」
で
す
。
夜
遅
く

ま
で
の
飲
酒
や
、
た
く
さ
ん
の
お
酒
を
飲

む
と
翌
朝
ま
で
体
の
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
翌
日

仕
事
が
あ
る
場
合
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解

時
間
を
考
え
て
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

　
左
の
表
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
に
係
る

時
間
の
目
安
で
す
。
個
人
差
が
あ
る
の
で
、

あ
く
ま
で
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

お酒の種類(度数) お酒の量 分解時間
の目安

日本酒（15％） １合（180ml） ４時間
ビール（５％） 中ジョッキ　１杯（400ml） ３時間12分
焼酎水割・お湯割り（25％） １杯（150ml） ３時間
ウイスキー（40％） シングル　１杯（30ml） ２時間
ワイン（12％） グラス　１杯（100ml） ２時間
酎ハイ（７％） 350ml　１本 ４時間
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役
場
１
階　
☎
２
４

－

９
３
４
１

子	

て
支
援

育

セ
ン
タ
ー

各
イ
ベ
ン
ト
の
予
約
、
問
合
せ
先
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
行
事
の
開
催
は
、
表

記
が
無
い
場
合
全
て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。
セ
ン
タ
ー
利
用
の
際
は
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

１
月
の

行
事
予
定

●
土
曜
開
館
　

◆
日
時　
１
月
15
日（
土
）　
午
前
９
時
～
11
時
30
分（
お
片
付
け
）

◆
内
容　
自
由
遊
び

●
じ
ょ
っ
こ
交
流
会
・
先
生
と
遊
ぼ
う

◆
日
時　
１
月
18
日（
火
）　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

◆
内
容　

	
う
た
遊
び
等
を
楽
し
み
な
が
ら
「
病
児
病
後
児
保
育
室
じ

ょ
っ
こ
」
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

◆
予
約　
要　
７
組
程
度　

◆
申
込
期
間　
１
月
５
日（
水
）～
12
日（
水
）

●
お
花
を
き
れ
い
に
か
ざ
り
ま
し
ょ
う

◆
日
時　
１
月
25
日（
火
）　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

◆
内
容　

	

花
育
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
親
子
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
す
。

◆
予
約　
要　
７
組
程
度　

◆
申
込
期
間　
１
月
11
日（
火
）～
18
日（
火
）

◆
開
館
日
・
時
間　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
休
館
日　
土
・
日
・
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始

◆
利
用
料　
無
料

健
康
づ
く
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　
11
月
30
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
、
東
北
大
学
名
誉
教
授

で
医
師
の
伊
藤
貞
嘉
先
生
に
リ

モ
ー
ト
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
あ
な
た
の
血
圧
大
丈

夫
？
高
血
圧
最
前
線
～
高
血
圧
か

ら
脳
・
心
臓
・
腎
臓
を
護
る
～
」

と
題
し
て
、
高
血
圧
対
策
で
循
環

器
の
病
気
や
認
知
症
の
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
、
高
血
圧
の
対
処
法

の
家
庭
血
圧
測
定
や
治
療
の
大
切

さ
、
食
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】・
家
庭
血
圧
を
は

か
ろ
う
。
ま
ず
は
１
３
５
／
８
５

ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満
に
し
よ
う
。
・

血
圧
は
し
っ
か
り
治
療
を
し
よ

う
。
・
一
日
１
ｇ
の
減
塩
を
心
が

け
よ
う
。

㊧
保
健
セ
ン
タ
ー
前
に
、
減
塩
食
品

紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
！

月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
に

出
生
の
支
給
対
象
児
童
を
含
む
）

※
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
①
～
⑤
に
該
当
す
る
方

で
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
を

超
え
る
方（
児
童
手
当
の
額
が
月

額
５
，
０
０
０
円
の
特
例
給
付
に

該
当
し
て
い
る
方
）や
同
程
度
の

収
入
の
あ
る
方
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

◆
支
給
金
額　
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
10
万
円

◆
申
請
期
間　
１
月
４
日（
火
）～

３
月
31
日（
木
）

※�

令
和
４
年
３
月
生
ま
れ
の
新
生
児
は
、

令
和
４
年
４
月
13
日（
水
）ま
で

◆
必
要
書
類　

申
請
者
の
振
込

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）、

課
税
証
明
書
※
対
象
児
童
の
父
母

分（
令
和
３
年
１
月
１
日
時
点
で

他
市
町
村
に
住
民
票
が
あ
っ
た
世

帯
の
み
）

※
申
請
手
続
き
が
不
要
な
方（
に

該
当
す
る
方
）に
は
、
12
月
24
日

に
児
童
手
当
登
録
口
座
へ
振
込
み

済
で
す
。
振
込
み
が
確
認
で
き
な

い
方
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
場
所
・
問
合
せ
先　
役
場

健
康
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係
内

線
１
４
５（
⑤
窓
口
）

◎
子
育
て
世
帯
へ
の

　
臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対

し
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

◆
対
象
児
童
・
手
続
き　

①
令
和
３
年
９
月
分（
令
和
３
年

１
０
月
１
５
日
振
込
分
）の
児
童

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る

児
童　

※�

９
月
に
転
出
し
た
場
合
は
、
女
川
町

か
ら
の
支
給
で
す
。

※
申
請
手
続
き
不
要
で
す
。

②
令
和
３
年
９
月
１
日
～
令
和
３

年
11
月
30
日
に
生
ま
れ
た
児
童
手

当
の
支
給
対
象
児
童

※
手
続
き
不
要
で
す
。

③
令
和
３
年
12
月
１
日
～
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
手
当
の
支
給
対
象
児
童

※
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

④
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
高

校
生

※�

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

高
校
生
の
ほ
か
に
、
中
学
生
以
下
の

児
童
手
当
の
支
給
対
象
児
童
が
い
る

世
帯
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

⑤
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当

を
所
属
庁
か
ら
受
給
し
て
い
る
公

務
員
世
帯
の
児
童（
令
和
３
年
９
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みんなで支え合い、
暮らし続けるまちづくりにむけて
新しい福祉計画を策定しました！
◦障害者計画・障害（児）福祉計画の新体系と事業のご紹介◦

第８回

　「女川町総合計画2019」の基本構想では、町がめざす将来像の『「いのち」と「くらし」をみんなが紡ぐまち』
のもと、保健・医療・福祉分野の政策目標として「地域の支え合いとつながりで一人ひとりの幸せが実現
するまち」が掲げられています。
　「障害者計画（第６次）・障害福祉計画（第６期）・障害児福祉計画（第２期）」では、この将来像、目標の実
現をめざして、「障害のある人もない人も、町民すべてが支え合い安心して自立した暮らしができるまち」
を基本理念とします。障害のある人が安心して暮らせるまちは、すべての町民にとっても安心して暮らせ
るまちになるという観点から、町の進めるあらゆる施策を見直し、また町民や関係機関、事業所や行政等
が連携しながら、福祉のまちづくりを進めていきます。

基本理念の実現のた
め、次の基本目標、
基本施策を設定し、
計画を推進します。

障害のある人もない人も、
町民全てが支え合い

安心して自立した暮らしができるまち
おながわの実現

※	本町に暮らす一
人ひとりの知
識・経験・支え
合うこころを財
産として捉え
『人財』と表現
しています。

【基本理念】

【計画の体系】

お刺身で　　　ディショナルなお正月！トラ
年越し用の寿司・刺身のご注文は、
12月30日（木）昼頃迄お受けします。

お店は年末年始も無休！

ご注文は、お電話にて承ります。 ☎0225-53-2739
　080-2824-6214女川町女川2-66 ハマテラス内

広告

１　 いきいきとした生活の
ための支援

２　 住み慣れた暮らしを実
現する仕組みの充実

３　 安心・安全で快適なま
ちづくりの推進

４　 障害福祉サービスの体
制充実

１　雇用・就労の促進
２　生活支援サービスの提供

１　ケアマネジメント・相談支援体制の充実
２　地域移行・地域定着支援
３　生活安定のための支援
４　権利擁護の充実
５　家族等への支援

１　支え合い助け合う社会の実現
２　緊急時・災害時の安心・安全策の強化

１　	障害福祉サービスの充実と質の向上
２　障害児支援の充実
３　福祉人財の確保・育成

基本目標 基本施策
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■総合診療外来　
・今月の土曜診療日は１月８日・22日です。
　（第１・３・５土曜日は休診）
・小児科医師による診察は水曜日のみ、受付時間は午後４時までです。
　水曜日午後４時以降および水曜日以外は内科医師の診察になります。
　乳児健診の方は水曜日にお越しください。
・当面の間、水曜日午後の総合診療は休診となります。
※診察日は、都合により変更する場合もありますので、事前にお問い合わせください。

１月の　　　　
外来診療科・診療日

診療受付時間
　　午前８時30分～11時30分
　　午後１時30分～４時30分
※心療内科・眼科は午後4時まで
　乳児健診・予防接種は午前11時・午後4時まで
※電話による相談は24時間対応します

診
療
科

総合診療 小児科 心療
内科 眼科 整形

外科 皮膚科

午前 午後 午前 午後 午後 午後 午前 午前
（午後４時まで）

月 ● ● ● ● − − − −

火 ● ● ● ● ※● − − −

水 ● − ● ● − − − −

木 ● ● ● ● − ※● ● −

金 ● ● ● ● − − − ●

土 ● − ● − − − − −

１月の巡回診療　※予約制

出島集会所 ５日㈬・19日㈬

江島集会所 12日㈬

予約制です。
外来受付までご連絡ください。

女川町地域医療センター（輝望の丘）　☎53-5511

女川町地域医療センターからのお知らせ

女川町地域医療センターは町の施設で、管理運営は指定管理者が行っています。

老人保健施設だより

イブニング外来について
日時：１月14日・28日（金）
受付：午後４時30分～６時30分
予防接種（インフルエンザ含む）の
受付は午後6時まで

　あけましておめでとうございま
す。今年もよろしくお願いいたし
ます。さて、寒い季節になりまし
たが、身体に不調は出ていませ
んか？健康維持と運動不足解消
にリハビリはいかがでしょうか。
お気軽にご相談ください。

〔担当〕支援相談員　及川・鶴岡

昨年１月に女川に着いてはや
２度目の冬に突入しておりま
す。仕事に、遊びに、おいし
いものに忙しい毎日です。
今年もよろしくお願いします。
� 深谷�幸雄（副センター長）

今年は寅年、神虎（張り子の
虎）を疫病除けに祀る地域も
あるようです。早くコロナが
収まり、今年一年皆様が健康
で過ごされることを祈ります。
� 齋藤�充（センター長）

あけましておめでとうござい
ます。
美味しい料理やお酒を適度に

3 3 3

楽しんで新年をお迎えくださ
いね。
� 佐藤�知香（内科医師）

新年のごあいさつ あけましておめでとうございます。
今年１年、女川町によろこびとやさしさがあふれますように。
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１月の介護予防

地　区 日　　時
女川北 11日（火) 午前９時30分
浦宿３ 12日（水) 午前９時30分
石　浜 17日（月) 午前９時30分
清　水 18日（火) 午後１時30分

こ
の
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
す

地域包括支援センターだより

Information インフォメーション
　高齢者のための総合相談窓口です。住
み慣れた地域での暮らしを継続できるよ
う、社会福祉士、主任ケアマネジャー、
保健師の資格をもつ職員が、介護、介護
予防、権利擁護、介護認定、認知症、そ
の他ご心配なことなど、ご相談に応じます。

女川町地域包括支援センター
☎53-2272

（地域福祉センター1階、
地域医療センター向かい）

ふれあいサロン

地域遊びリテーション

日　時：１月20日（木）午後１時30分～３時
場　所：地域福祉センター
参加費：無料
　★�認知症の人やご家族、認知症について知りたい方、

どなたでもお気軽にどうぞ。（入退室自由）

もの忘れよろず相談所

ほっとカフェ開店日のお知らせ

・手指消毒や換気など、感染予防対策を徹底した
上で実施します。

・マスクの着用をお願いします。

※ 感染状況により、
変更あり。

地　区 日　　時
大　沢 11日（火) 午後１時30分
浦宿２ 12日（水) 午後１時30分
上　２ 13日（木) 午後１時00分
針　浜 17日（月) 午後１時30分
上　１ 17日（月) 午後１時30分
女川南 24日（月) 午前９時30分
西 25日（火) 午後１時30分

　最近、町内で自宅内や外出先で転んだというお話をよく
耳にします。コロナの影響による筋力低下とこの時期は寒
さでさらに閉じこもりがちになるので、注意が必要です。

　あまり汗をかかない冬も、暖房器具の影響で空気
が乾燥し気付かないうちに体から水分が失われます。
●こまめに水分補給をしましょう。
コーヒーや緑茶は利尿作用があるので、白湯や温
かい麦茶がおすすめです。

●水分不足は脳梗塞や心筋梗塞の危険も高まります。

冬の脱水にも注意しましょう！

地域包括支援センターだより

いきいきとした毎日を過ごすために その⑩今月の
テーマ

★家の中で身体を動かしましょう！
ラジオ体操や自宅でできる運動を行い、筋力
を維持しましょう。テレビのコマーシャル中
に足踏みするなど、隙間時間も活用しましょう。

★天気のいい日は散歩をしましょう！
階段や坂道などをコースに入れて、負荷をか
けるように歩くと効果的です。

★地区活動や介護予防事業に参加しましょう！
地区のペタンクや遊びリテーション・ふれあ
いサロンなどに参加し、みんなで体を動かし
ましょう。

〈スクワット〉
①両足を肩幅くらいに開く
②�４秒かけて腰を下ろし、４秒
かけて立ち上がる。

③10回行う。

〈ひざ伸ばし〉
①�浅く座り背筋を伸ばし、両手
でイスの両側を押さえる。

②�床と平行になるように４秒か
けて足を上げ、４秒かけて下
ろす。

③左右それぞれ10回ずつ行う。

●自宅でできる筋トレメニュー●

元気に冬を乗り切るために
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●依然として多い通販サイトのトラブルに注意！

＊アドバイス＊
●「火災保険が使えるので負担はない」「無料で保険の申請代行をする」などと勧誘されても、すぐ
に契約しないようにしましょう。

●台風や大雨などの災害により被害を受けたら、慌てずに複数の業者から工事の見積もりを取り検討
しましょう。また、保険の適用対象となるか、申請はどのようにするかを自身が加入している保険
会社に確認しましょう。

＊アドバイス＊
●通信販売にクーリング・オフ制度はありません。

インターネット通販を含む通信販売には、クーリング・オフ制度はなく、販売事業者が定める返品
に関する特約（返品特約）に従うことになります。返品できるか・できないか、返品できる場合の期間、
返品の際の送料はどちらが負担するのか注文前に確認しましょう。

●注文前に定期購入の契約になっていないか確認しましょう。
商品を注文する前に、定期購入が条件となっていないか、支払総額はいくらなのか等の契約条件や
解約条件についてしっかり確認しましょう。販売サイトや申込の最終画面を印刷する、スクリーン
ショットを撮るなど、契約内容を記録しておくことも大切です。

●お金や個人情報の詐取等を目的とした詐欺的な通販サイトもあります。
「サイトに運営情報（運営者氏名・住所・電話番号）が記載されていない」、「日本語が不自然である」
等の場合は特に注意が必要です。詐欺、模倣サイトを完全に見分けることは困難です。少しでも不
安に感じた場合は、購入をやめましょう。

動画サイトの広告を見て、１回限りのつもりで500円のダイエットサプリメントを注
文した。しかし、実際には定期購入が条件の契約になっており、数か月分まとめての
高額な請求書が届いた。
有名家具店の公式サイトだと思い、ソファが２万円と安くなっていたので購入した。
受注メールが届かないので改めてサイトを確認したところ、ＵＲＬが公式サイトと違っ
ており偽サイトだと気づいた。（検索して上位に表示されても公式サイトとは限りません）

　県からの情報によると、インターネット通販を利用して買い物をしたところ、「代金を支払った
のに商品が届かない」、「注文しようとサイトに個人情報を入力したが、連絡がない」、「粗悪品・模
倣品が届いた」などの相談が寄せられています。

訪問したリフォーム業者に「台風で屋根瓦が浮いている」と言われ、屋根を見てもらっ
たところ、写真を見せられ屋根の修理を勧められた。「火災保険が下りれば実費負担な
く工事ができる。保険の申請は無料で代行する」と言われ、申込書にサインした。その後、
知り合いの業者に写真を見せたら修理の必要はないと言われた。申込書には「保険適用
の前にキャンセルすると10万円かかる」と書かれている。契約をやめたい。

消費生活情報館

＊＊困ったときは、町の消費生活相談員にご相談ください＊＊
◆問合せ先　役場産業振興課消費生活相談員デスク　☎54-3131内線682

●災害に便乗した悪質な修理業者に気をつけて

＊消費生活相談員からひとこと＊
　明けましておめでとうございます。コロナ対策をしっかりしながら健康に過ごせるようにし
たいですね。皆さんにとって良い年でありますように。

事例
1

事例
2

事例
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コバルトーレ女川だより

　2021年は皆さまにとってどのような年になりましたか？コバルトーレ女川は今シーズンJFL再昇
格を果たすことはできませんでしたが、皆さまの熱い応援が支えとなり戦い抜くことができました。
本当にありがとうございました。今回はチーム最年長36歳の奥山泰裕選手と最年少16歳の佐藤稜
馬選手が今シーズンを振り返ります。

― 現役復帰した今シーズンを振り返って
全国地域サッカーチャンピオンズリーグに出場できましたが、目標と
していたJFL昇格には手が届きませんでした。悔しさが残る1年でし
たが、真剣勝負の中で改めてサッカーの楽しさを感じられました。（奥
山泰裕選手は2019シーズンにJFL所属のラインメール青森FCで現役
を引退。2020シーズンはラインメール青森FCのアカデミーコーチを
していました）

― 印象に残っていること
東北社会人サッカーリーグ１部第７節、七ヶ浜サッカークラブ戦での
吉田圭選手の同点ゴール！ロスタイムに決まった得点で本当に劇的で
した。

― 女川町の皆さまへ
いつも町を挙げての熱い応援、サポートありがとうございます！
来年は有観客で試合がやれると信じ、女川スタジアムで最高の試合を
見せますので是非スタジアムに遊びに来て下さい！

― 入団１年目を振り返って
チームの皆さんが優しく面白く、毎日の練習がとても楽しかったです。

― サッカーと学業の両立について
高校の部活ではサッカー愛好会に入っていてコバルトーレの練習がな
い日は、友達が自主練に付き合ってくれてサッカー漬けの１年でした。
勉強では自分の好きな水産系の授業で楽しく授業を受けています。

― 印象に残っていること
全国大会です。朝４時にサトシさん（31番GK加藤聖士選手）と岩手
の街をトレーニングとして走ったことや、サポートメンバーでユニ
フォームを洗濯するなど微力ながらもチームの一員としてサポートし
たことが印象に残っています。

― 女川町の皆さまへ
駅前に行くと声をかけて応援していただくこともあり頑張ろうという
気持ちになりました。戦力になるように頑張るのでよろしくお願いし
ます。

今シーズンを

振り返る！

Vol.24

■  チーム最年長と最年少が今シーズンを振り返る

(株)コバルトーレ　☎�54-3251
HP  http://cobaltore.com/

出　身　宮城県多賀城市
年　齢　36歳
誕生日	1985/11/21
最近ハマっていること
子どもとポケモンのゲー
ムを一緒にやる事

おくやま　やすひろ

25番　MF�奥山泰裕

出　身　宮城県石巻市
年　齢　16歳
誕生日　2005/11/09
趣　味　クレーンゲーム
最近ワンピースのフィギ
アとお菓子をゲット

さとう�りょうま

27番�FW�佐藤稜馬
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放射線に関する正しい知識を身に付けよう！
身の回りにある放射線

　私たちは普段の生活の中でさま
ざまな放射線を受けながら生活し
ています。
　身の回りにある放射線は、①自
然放射線（宇宙からの放射線や地球の
空気、岩石、食べ物など）②人工放射
線（ＣＴやエックス線など）があります。
　自然放射線により私たちは年間
2.1ｍSv（日本平均）、人工放射線
では年間3.87ｍSv（日本平均）の
影響を受けていますが、100mSv
以下の被ばくでは発がんリスクに
統計的な差はないと言われていま
す。 「出典：原子力・エネルギー図面集」

心臓カテーテル
（皮膚）

検診

　

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
対

応
と
し
て
宮
城
県
か
ら
簡
易
型
放
射

線
測
定
器
を
借
用
し
、
学
校
の
校
庭
、

保
育
所
の

所
庭
、
女

川
町
庁
舎

前
な
ど
の

空
間
放
射

線
量
率
を

測
定
し
て

い
ま
す
。

空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
結
果

第二多目的運動場での計測

※�すべての施設で、年間の追加被ばく線量1ミリ
シーベルトに相当する空間放射線量率1時間あた
り0.23マイクロシーベルトを下回っていました。

◎測定結果（単位:マイクロシーベルト/時）
（11月12日～12月９日）

施 設 名 測 定 値
しおかぜ保育所所庭（0.5m） 0.04
第四保育所所庭（0.5m） 0.06
小中学校校庭（0.5m） 0.05
小中学校校庭（1.0m） 0.05
第二多目的運動場（1.0m） 0.04
役場庁舎前（1.0m） 0.04-0.05

測定結果は、放射線・放射能に関するポータルサイト「みやぎ原子力情報ステー
ション」でも公開しています。お知らせ

◆このページに関する問合せ先　役場企画課原子力対策係
　　　　　　　　　　　　　　　☎54-3131内線252

　女川町では、女川魚市場に水揚げされ
た水産物について、宮城県の簡易測定器
と東北大学から提供された連続個別非破
壊放射能システム等を使用し、放射能を
測定しています。11月１日～30日まで
の測定結果は、下記のとおりです。
◆	検体数・測定結果
　29種類101検体、すべてにおいて、
厚生労働省が定める一般食品の基準値
100ベクレル／㎏を下回りました。
� （検体すべて測定下限値以下・不検出）
◆測定機器
　○EMFジャパン㈱
　　　ガンマ線スペクトロメータ（EMF211型）
　○東北大学
　　　連続個別非破壊放射能ｼｽﾃﾑA01型
　　　非破壊式食品放射能測定装置

　町では、町民が自家消費用に生産・採
取した野菜、山菜、魚などの食材の放射
能簡易測定を行っています。
　詳細は、役場企画課原子力対策係
　☎54-3131（内線252）まで。

食材等の放射能簡易測定
 を行っています

水産物の
放射能測定結果
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　名誉町民は、町政の進展、社会の進歩
及び文化の興隆に著しい功績があった方
に対し、「女川町名誉町民」の称号を贈り、
その功績をたたえ、町民敬愛の対象とし
て顕彰することを目的としています。新
町誌には、本町の名誉町民の三人を詳細
に紹介しています。その称号は、町民又
は本町に縁故の深い方で、公共の福祉の
増進、産業経済の発展、学術技芸その他
広く社会文化の振興に貢献し、その功績
が特にすぐれ、郷土の誇りとして町民か
ら深く尊敬されている方に対して、町長
が町議会の同意を得て送るとされていま
す。

木
村
主
税
氏

須
田
善
二
郎
氏

阿
部
三
郎
氏 ◆問合せ先　教育総務課町誌編さん室　☎53-3151内線14

女
川
町
誌
は
電
子
書
籍
化
し
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

無
料
公
開
中
で
す
。

ふるさと女川の30年 女 川新 町 誌新町誌編さんの内容をご紹介します！

名誉町民

　明けましておめでとうござ
います。昨年は広報おながわ

をご覧いただきありがとうございました。今年もよろ
しくお願いします。
　さて、石川さゆりさんのコンサートを広報として会
場に入れさせていただきました。１曲目はCMでおな
じみの「ウイスキーが、お好きでしょ」。私のその日
の夜は、あのウイスキーで晩酌でした。� 　（佐藤）

　広報おながわおよび女川町公式ウェブサイ
トに掲載された広告は、審査のうえ掲載して
いますが、掲載した内容について町が責任を
負ったり、保証するものではありません。
　事業や広告の内容につきましては各広告主
にお問い合わせください。

編 集 後 記

女川町の人口 令和３年
11月30日現在

総　数 6,116人 （−44人）
男　性 3,026人 （−９人）
女　性 3,090人 （−35人）
世帯数 3,000世帯 （−33世帯）

（　

 

）内
は
前
月
比

広報おながわに広告を掲載できます！
お店の宣伝などにお使いいただけます！

第一種広告 第二種広告
大きさ 縦50ｍｍ以内、横85ｍｍ以内 縦50ｍｍ以内、横175ｍｍ以内
掲載料 5,000円 10,000円

他にも掲載サイズなどあります。広告の掲載について詳しくは下記までお問い合わせください。
◆問合せ先　役場総務課秘書広報係　☎54-3131内線213

第二種広告は
この記事と

同じ大きさです。

広告について

●木村主税氏
明治43年６月３日、女川村女川浜において出生
昭和13年９月24日、女川町職員として奉職
昭和22年４月５日～同58年５月４日、女川町長
（10期連続当選）主な栄誉：勲四等旭日小綬章、正五位

●須田善二郎氏
昭和11年６月21日、女川町女川浜において出生
昭和36年４月１日、女川町職員として奉職　
昭和50年４月30日～同58年６月５日、女川町議会議員
昭和58年６月12日～平成11年８月４日、女川町長
（５期連続当選）主な栄誉：勲四等瑞宝章、従五位

●阿部三郎氏
大正15年７月６日、女川町女川浜において出生
昭和26年11月、司法試験合格
昭和59年度　東京弁護士会会長
平成４・５年度　日本弁護士連合会会長
平成11年５月～平成17年11月、学校法人中央大学理事
長に就任　主な栄誉：勲二等瑞宝章

名誉町民の称号を贈り功績をたたえる

◆�

石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
も
観
客
の

皆
さ
ん
も
良
い
笑
顔
で
し
た
。
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12月4日開通
尾浦32号線

広報　おながわ　１月号
編集
発行

〒986‐2265　宮城県牡鹿郡女川町女川一丁目１番地１
女川町役場総務課秘書広報係　☎０２２５-５４-３１３１　内線213

女川町公式ウェブサイト　HP �https://www.town.onagawa.miyagi.jp/

広告

尾浦地区に
新たな道路が
開通しました
　尾浦漁港への新道路（尾浦32号
線）が12月４日に開通しました。
　地図をご参照ください。
◆問合せ先　
　役場建設課土木係
　☎54-3131内線273

旧女川第三小学校

尾浦団地

尾浦漁港

女
川
出
島
線
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